


2024年度　事業計画書
（2024年4月1日　～　2025年3月31日）

特定非営利活動法人ユニバーサル就労センター

１．事業の方針
（1） 就労移行支援事業
1 利用用者数（年間・延べ）40人、平均通所率（年間）85％
2 新規一般就労者数8人（上半期5人、下半期3人）、新規一般就労後6カ月定着者率100％
3 利用者への個別支援に向けた体制整備、実践的プログラム開発（外部施設、商店街などとも連携）
4 生活訓練事業との連携の強化、一貫した就労に向けた支援
5 北勢地域若者サポートステーションとの連携の強化
6 教育機関、医療機関、障害児サービス事業所、相談支援事業所との連携の強化
7 四日市障がい者就労移行支援事業所ネットワーク会議の事業を通じた企業（中小企業家同友会など）との連携の強化。
就労定着に関する企業支援プロジェクトの検討、具体化。

（2） 就労継続支援B型事業
1 各利用者の通所日数と勤務時間の拡大、平均通所率（年間）75％
2 利用者の職業観や主体性、作業スキル向上のための体制づくり、支援方法の工夫。
適宜基礎学習支援の要素を盛り込む。
3 商品力の強化、販路の開拓・確保
4 新規作業の開拓（PC入力など）
5 外部事業所等との連携の拡大（実習や見学・体験の受入れの他、外部の会議等にも参加）
6 市民社会研究所と連携した新しいソーシャルビジネスの開発の検討

（3） 就労定着支援事業
1 就労定着支援員の増員、利用契約者数16人へ拡大（6月以降）
2 利用者の仕事への意識をより高めるための面談内容等の工夫
3 就労先企業等との情報共有と連携を通じた関係強化、
企業受け入れ体制の動向についての情報収集・分析
4 四日市障がい者就労移行支援事業所ネットワーク会議における、就労定着に関する企業支援プロジェクトの検討、具体化（前述）

（4） 生活訓練事業（虹のふもと）
1 平均通所率（年間）50％以上、平均利用者数（1日当たり）3.5人以上。
日中一時支援の利用者の通所率向上。
2 個別支援とプログラム内容の工夫・充実
3 就労移行支援事業との連携の強化、一貫した就労に向けた支援
就労支援に関する研修への参加
4 外部事業所等との連携の拡大（外部の会議等にも参加）

（５）　その他の事業
1 市民社会研究所との連携事業
・商店街と連携した訓練等作業の開拓
・紙芝居プロジェクト
2 四日市市なやプラザ清掃業務受託
・施設内の環境美化のための日常清掃

（６）　四日市市障害者体育センター指定管理
　　　　・利用者数、稼働率向上のための更なる工夫の検討

【全体事項】
・人員の補充（中長期的経営視点に立った上で）
・基本情報・個別支援計画の共有、実効性の向上
・就労に関する習慣やスキルのより丁寧なアセスメント
・広報活動の強化、内容・バリエーションの拡大
・利用者の実情に合ったプログラムの検討・改変
・就労定着支援分野を中心とした企業との連携強化、そのための工夫
・法人内の事業所間連携、一貫した方針のもとの利用者支援
・各事業所における外部の事業所、他機関、家族等との更なる連携強化
・市民社会研究所との協働を通した外部連携、新規事業の検討・具体化













２．事業の実施に関する事項
（1） 特定非営利活動に係る事業
	事業名
	事業内容
	実施予定
日時
	実施予定
場所
	従業者の
予定人数
	受益対象者の範囲及び予定人数
	支出見込み
（千円）

	障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害者福祉サービス等の事業
	①就労移行支援事業
②就労継続支援B型事業
③就労定着支援事業
④生活訓練事業
⑤その他の事業
⑥四日市市障害者体育センターの指定管理（共同運営）
	2024年
4月1日～
2025年
3月31日
	①②③④⑤
ユニバーサル就労センター

⑥
四日市市障害者体育センター
	17人程度
	四日市市及び近隣の障害者等
	60,115



（2） その他の事業
　　　　　なし



